
立退き 避難が必要な区域かを 確認し まし ょ う
雨が降り 出し たら まずは内水ハザード マッ プを 確認！

雨が強く 降り 続いて河川の水位上昇が予想さ れる よ う に

なっ たら 防災マッ プ（ 洪水・ 土砂災害編）を 確認！

南相馬市では他に、防災マッ プ（ 地震・ 津波等編）も あり ま す。

あわせて確認し ま し ょ う 。

　 浸水害・ 洪水災害・ 土砂災害の危険度の高まり を 、 注意報や警報と 同様に、 警戒レ ベルに相当する危険度（ 色） 5 段階に分

けし て示し ている情報です。 内水氾濫では、 市が発令する避難情報が間に合わない場合があり ますので 、 キキク ルを 活用し て

自ら 判断し 行動し まし ょ う 。

土砂災害

浸水害 洪水

※河川の水位も 「 川の防災情報」
　 で確認し てく ださ い。

命に関わる場所

山間部の河川沿いの区域
深く 浸水する区域など。

命に関わる場所

がけや渓流の付近など。

命に関わる場所

道路のアンダーパスや
地下室など。

　 自宅が浸水深よ り も 低い場合は、 立退き 避難が必要です。

防災マッ プ で、 家屋倒壊（ 氾濫流）、 家屋倒壊（ 河岸侵食）、

洪水浸水想定区域が 3.0m 以上では早期立退き 避難が必要な

区域になり ます。

　 防災マッ プのマイ タ イムラ イ ンを活用し て、 どのタ イミ ング

で行動するか事前に考えておき まし ょ う 。

早期立退き
避難が
必要な区域

想 定 さ れ る 浸

水深3.0m 以上、

ま た は 家 屋 倒

壊 氾 濫 想 定 区

域に該当する

床 上 浸 水 ま た

は 浸 水 が 想 定

さ れる区域

家屋倒壊等氾濫想定区域

10.0m 以上

5.0～10.0m 未満
（ 3階部分より 上まで
  浸水のおそれ）

3.0～5.0m 未満
（ 2階部分まで浸水のおそれ）

0.5～3.0m 未満
（ 1階部分まで浸水のおそれ）

0.5m 未満
（ 床下浸水のおそれ）

想
定
さ
れ
る
浸
水
深

（ 氾濫流または河岸侵食に
 より 家屋倒壊が発生する
 おそれがある区域）

ハザード マッ プの活用方法

キキク ル（ 危険度分布）

流し き れない雨水が

市街地にたまる

越水 堤防の決壊



自宅の建物や周辺の備え

●家にある も ので浸水を 防ぎまし ょ う 。 土のう やプラ ン タ ー、 家庭にある ごみ

収集袋などを 利用し た水のう などを使っ て浸水を 防ぐ こ と ができ ます。

●大雨の際には、 洗濯機、 ト イ レ 、 風呂場の排水口など 思わぬと こ ろ から 下水

が逆流するこ と があり ます。 排水口を 水のう などでふさ ぎまし ょ う 。

浸水に備えよう

家庭ができ る浸水防止対策の一例

ごみ収集袋（ 45リ ッ ト ル）を 二

重にし 、中に半分く ら い水を

入れ、水のう を作り ます。

水のう は段ボール箱に

詰める こ と で 、強度が

増し ます。

水のう と 長めの板などを

組み合わせて 、浸水を 防

ぎます。

プ ラ ン タ ーを な ら べ、レ

ジャ ーシート で包み浸水

を防ぎます。

道路などから の浸水を 防ぐ

家庭ででき る 浸水対策

ごみ袋
45ℓ

ひび割れや窓枠のがたつき

はあり ませんか？

窓ガラ ス

壁の亀裂や板壁の腐り があ

り ませんか？

雨水貯留・ 浸透施設

継ぎ目のはずれや破損はあ

りませんか？

雨ど い

落下や飛散の危険のある 物

はあり ませんか？

ベラ ン ダ

がたつき やゆるみはあり ま

せんか？

雨戸

ぬれて困る も のは、あら かじ め

高い場所へいどうしていますか？

家財

壁の亀裂や板壁の腐り があ

り ませんか？

外壁

落ち 葉などが詰まっ ている

と 雨水が流れません。

近く の側溝・ 雨水ま すの清

掃にご協力く ださ い。

側溝・ 雨水ます



  


